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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月15日(2016.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単離された核酸分子であって、
　第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドの連続するアミノ酸配列を含み、第２の葉緑体輸
送ペプチドの連続するアミノ酸配列をさらに含むペプチドをコードする合成アブラナ属由
来ヌクレオチド配列によって特徴付けられ、
　好ましくは、以下のｉ）～ｖｉｉ）
　ｉ）前記単離された核酸分子が、合成アブラナ属由来ヌクレオチド配列に作動可能に連
結している、対象とするヌクレオチド配列をさらに含み、好ましくは、前記単離された核
酸分子が以下のａ）～ｃ）の少なくとも１つを充足する
　　ａ）前記単離された核酸分子が各々、葉緑体輸送ペプチドをコードする、少なくとも
１種のさらなるヌクレオチド配列をさらに含み、さらなるヌクレオチド配列が、対象とす
るヌクレオチド配列に作動可能に連結しており、好ましくは少なくとも１種のさらなるヌ
クレオチド配列が、原核生物、下等光合成真核生物および緑藻植物からなる群から選択さ
れる生物に由来する、
　　ｂ）合成アブラナ属由来ヌクレオチド配列および対象とするヌクレオチド配列が、１
種または複数の調節配列に作動可能に連結している、
　　ｃ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドおよび合成アブラナ
属由来ヌクレオチド配列によってコードされるペプチドを含むキメラポリペプチドをコー
ドする；
　ｉｉ）第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドが、セイヨウアブラナ（Brassica napus）
またはブラシカ・ラパ（Brassica rapa）由来であり、好ましくは、第２の葉緑体輸送ペ
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プチドが、第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチド以外のアブラナ属種に由来する；
　ｉｉｉ）第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドが、３－エノールピルビルシキミ酸－５
－リン酸シンセターゼ遺伝子に由来する；
　ｉｖ）第２の葉緑体輸送ペプチドが、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シン
セターゼ遺伝子に由来する；
　ｖ）ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに
対して少なくとも８０％同一、好ましくは少なくとも８５％同一、より好ましくは少なく
とも９０％同一、さらにより好ましくは９５％同一、さらにより好ましくは９８％同一で
あり、最も好ましくは、ペプチドは配列番号３および４からなる群から選択される；
　ｖｉ）対象とするヌクレオチドコード配列が、配列番号１または配列番号２のペプチド
をコードしない；
　ｖｉｉ）ペプチドをコードするヌクレオチド配列が、配列番号５、６、８および９から
なる群から選択されるヌクレオチド配列と特異的にハイブリダイズ可能である
の少なくとも１つを充足する、単離された核酸分子。
【請求項２】
　キメラポリペプチドであって、請求項１に記載の核酸分子によってコードされ、
　好ましくは、以下のｉ）～ｉｉｉ）
　ｉ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチド含有細
胞中のプラスチドにターゲッティングされ、好ましくは、対象とするヌクレオチド配列に
よってコードされるペプチドが、プラスチドにターゲッティングされると除去される葉緑
体輸送ペプチドを含む；
　ｉｉ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、生物学的に活性
なペプチドであり、好ましくは、キメラポリペプチドが以下のａ）～ｃ）の少なくとも１
つを充足する
　　ａ）生物学的に活性なペプチドが酵素であり、好ましくは、生物学的に活性なペプチ
ドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変異ＡＬＳ、ＡＬＳの前駆体、３－
エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（ＥＰＳＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰ
Ｓ、クラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳ、およびクラスＩＶ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択され
る、
　　ｂ）生物学的に活性なペプチドが細胞のプラスチドにおいて正常に発現され、ペプチ
ドが天然に発現される、
　　ｃ）生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗
性、昆虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、草勢、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性
、低光量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子色、
デンプン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（aroten
oid）の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群から
選択されるプロセスに関与しており、好ましくは、生物学的に活性なペプチドが、除草剤
抵抗性に関与している、
　　ｄ）生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキ
シゲナーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ
、プロビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同
定において有用なマーカーからなる群から選択される；
　ｉｉｉ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、蛍光ペプチド
である
の少なくとも１つを充足する、キメラポリペプチド。
【請求項３】
　請求項１のｉ）に記載の核酸分子によって特徴付けられる植物発現ベクター。
【請求項４】
　請求項１のｉ）に記載の核酸分子を含む植物材料の使用であって、
　好ましくは、植物材料が以下のｉ）～ｖｉ）
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　ｉ）植物材料が植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部およ
び全植物体からなる群から選択される；
　ｉｉ）植物材料がペプチドを含むポリペプチドであって、好ましくは、対象とするヌク
レオチド配列が、植物材料の細胞中のプラスチドにターゲッティングされるポリペプチド
の一部をコードする；
　ｉｉｉ）核酸分子が、植物材料から得た細胞のゲノムに安定に組み込まれる；
　ｉｖ）植物材料が全植物体である；
　ｖ）植物材料が植物体を生成するよう再生できない植物細胞である；
　ｖｉ）植物材料がアラビドプシス属、アルファルファ、アブラナ属、マメ、ブロッコリ
ー、キャベツ、ニンジン、カリフラワー、セロリ、ハクサイ、ワタ、キュウリ、ナス、レ
タス、メロン、エンドウマメ、コショウ、ピーナッツ、ジャガイモ、カボチャ（pumpkin
）、ダイコン、ナタネ、ホウレンソウ、ダイズ、カボチャ（squash）、サトウダイコン、
ヒマワリ、タバコ、トマト、スイカ、トウモロコシ、タマネギ、コメ、ソルガム、コムギ
、ライムギ、アワ、サトウキビ、カラスムギ、ライコムギ、スイッチグラスおよびシバク
サからなる群から選択される植物に由来する
の少なくとも１つを充足し、
　野外に播種する、第２の植物と交雑させる、および／またはトランスジェニック植物を
再生するための、使用。
【請求項５】
　トランスジェニック植物材料を製造する方法であって、
　請求項１のｉ）に記載の単離された核酸分子を得ることと、
　植物材料を、核酸分子を用いて形質転換することと
によって特徴付けられ、
　好ましくは、以下のｉ）～ｉｉ）
　ｉ）植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部お
よび全植物体からなる群から選択される；
　ｉｉ）植物材料が、全植物体ではない；
の少なくとも１つを含む、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法によって製造されるトランスジェニック植物材料の使用であって
、
　好ましくは、トランスジェニック植物材料が以下のｉ）～ｉｉ）
　ｉ）植物材料が、植物体を生成するよう再生できない植物細胞である；
　ｉｉ）対象とするヌクレオチド配列が、生物学的に活性なペプチドをコードし、好まし
くは、以下のａ）～ｃ）の少なくとも１つを充足する
　　ａ）生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗
性、昆虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、草勢、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性
、低光量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子色、
デンプン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（aroten
oid）の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群から
選択されるプロセスに関与し、好ましくは、生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性
に関与し、より好ましくは、同種の野生型植物材料と比較した場合に、増大した除草剤抵
抗性または除草剤耐性を示す、
　　ｂ）生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキ
シゲナーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ
、プロビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同
定において有用なマーカーからなる群から選択される、
　　ｃ）生物学的に活性なペプチドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変
異ＡＬＳ、ＡＬＳの前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（
ＥＰＳＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳおよびクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択
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される；
の少なくとも１つを充足し、
　野外に播種する、第２の植物と交雑させる、および／またはトランスジェニック植物を
再生するための、使用。
【請求項７】
　請求項６に記載のトランスジェニック植物材料からトランスジェニック植物を再生する
ための使用であって、第２の植物と交雑させる、トランスジェニック植物を再生するおよ
び／または商品生産物を製造するための、使用。
【請求項８】
　請求項６に記載のトランスジェニック植物材料から製造されたトランスジェニック植物
商品生産物。
【請求項９】
　単離された核酸分子であって、ポリペプチドを葉緑体にターゲッティングするためのア
ブラナ属由来の手段によって特徴付けられ、前記単離された核酸分子が、好ましくはポリ
ペプチドを葉緑体にターゲッティングするためのアブラナ属由来の手段に作動可能に連結
している対象とするヌクレオチド配列をさらに含み、より好ましくは、対象とするヌクレ
オチド配列によってコードされるペプチドを含むキメラポリペプチドをコードする、単離
された核酸分子。
【請求項１０】
　キメラポリペプチドであって、請求項９に記載の核酸分子によってコードされ、好まし
くは、以下のｉ）～ｉｉ）
　ｉ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチドを含有
する細胞中のプラスチドにターゲッティングされ、好ましくは対象とするヌクレオチド配
列によってコードされるペプチドが、プラスチドにターゲッティングされると除去される
葉緑体輸送ペプチドを含む；
　ｉｉ）対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、生物学的に活性
なペプチドであり、好ましくは、キメラポリペプチドが以下のａ）～ｃ）の少なくとも１
つを充足する
　　ａ）生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗
性、昆虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、草勢、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性
、低光量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子色、
デンプン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（aroten
oid）の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群から
選択されるプロセスに関与している、
　　ｂ）生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキ
シゲナーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ
、プロビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同
定において有用なマーカーからなる群から選択される、
　　ｃ）生物学的に活性なペプチドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変
異ＡＬＳ、ＡＬＳの前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（
ＥＰＳＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳおよびクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択
される；
の少なくとも１つを充足する、キメラポリペプチド。
【請求項１１】
　請求項９に記載の核酸分子によって特徴付けられる、植物発現ベクター。
【請求項１２】
　請求項９に記載の核酸分子を含む植物材料の使用であって、
　好ましくは以下のｉ）～ｉｖ）
　ｉ）核酸分子が、植物材料から得た細胞のゲノムに安定に組み込まれる；
　ｉｉ）植物材料が全植物体である；
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　ｉｉｉ）植物材料が植物体を生成するよう再生できない植物細胞である；
　ｉｖ）アラビドプシス属、アルファルファ、アブラナ属、マメ、ブロッコリー、キャベ
ツ、ニンジン、カリフラワー、セロリ、ハクサイ、ワタ、キュウリ、ナス、レタス、メロ
ン、エンドウマメ、コショウ、ピーナッツ、ジャガイモ、カボチャ（pumpkin）、ダイコ
ン、ナタネ、ホウレンソウ、ダイズ、カボチャ（squash）、サトウダイコン、ヒマワリ、
タバコ、トマト、スイカ、トウモロコシ、タマネギ、コメ、ソルガム、コムギ、ライムギ
、アワ、サトウキビ、カラスムギ、ライコムギ、スイッチグラスおよびシバクサからなる
群から選択される植物に由来する
の少なくとも１つを充足し、
　野外に播種する、第２の植物と交雑させる、 および／またはトランスジェニック植物
を再生するための、使用。
【請求項１３】
　トランスジェニック植物材料を製造する方法であって、
　請求項９に記載の単離された核酸分子を得ることと、
　植物材料を、核酸分子を用いて形質転換することと
を含むことによって特徴付けられ、
　好ましくは、以下のｉ）～ｉｉ）
　ｉ）植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部お
よび全植物体からなる群から選択される；
　ｉｉ）植物材料が、全植物体ではない
の少なくとも１つを充足する、方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法によって製造されるトランスジェニック植物材料の使用であっ
て、好ましくは、以下のｉ）～ｉｉｉ）
　ｉ）トランスジェニック植物材料が、全植物体である；
　ｉｉ）トランスジェニック植物材料が、植物体を生成するよう再生できない植物細胞で
ある；
　ｉｉｉ）対象とするヌクレオチド配列が、生物学的に活性なペプチドをコードする
の少なくとも１つを充足し、
　野外に播種する、第２の植物と交雑させる、 および／またはトランスジェニック植物
を再生するための、使用。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のトランスジェニック植物材料から再生されたトランスジェニック植
物の使用であって、
　第２の植物と交雑させる、トランスジェニック植物を再生する、および／または商品生
産物を製造するための、使用。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のトランスジェニック植物材料から製造されたトランスジェニック植
物商品生産物。
【請求項１７】
　トランスジェニック植物の後代を製造する方法であって、請求項７～１５のいずれか一
項に記載の第１のトランスジェニック植物を第２の植物と交雑することによって特徴付け
られる方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２７】
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【表３４】

 
　本発明は、以下の態様を含む。
［１］
　第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドの連続するアミノ酸配列を含み、第２の葉緑体輸
送ペプチドの連続するアミノ酸配列をさらに含むペプチドをコードする合成アブラナ属由
来ヌクレオチド配列を含む、単離された核酸分子。
［２］
　合成アブラナ属由来ヌクレオチド配列に作動可能に連結している、対象とするヌクレオ
チド配列をさらに含む、［１］に記載の単離された核酸分子。
［３］
　第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドが、セイヨウアブラナ（Brassica napus）または
ブラシカ・ラパ（Brassica rapa）由来である、［１］に記載の単離された核酸分子。
［４］
　第２の葉緑体輸送ペプチドが、第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチド以外のアブラナ属
種に由来する、［３］に記載の単離された核酸分子。
［５］
　第１のアブラナ属葉緑体輸送ペプチドが、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸
シンセターゼ遺伝子に由来する、［１］に記載の単離された核酸分子。
［６］
　第２の葉緑体輸送ペプチドが、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセター
ゼ遺伝子に由来する、［１］に記載の単離された核酸分子。
［７］
　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに対し
て少なくとも８０％同一である、［１］に記載の単離された核酸分子。
［８］
　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに対し
て少なくとも８５％同一である、［７］に記載の単離された核酸分子。
［９］
　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに対し
て少なくとも９０％同一である、［８］に記載の単離された核酸分子。
［１０］
　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに対し
て少なくとも９５％同一である、［９］に記載の単離された核酸分子。
［１１］
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　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される葉緑体輸送ペプチドに対し
て少なくとも９８％同一である、［１０］に記載の単離された核酸分子。
［１２］
　ペプチドが、配列番号３および４からなる群から選択される、［１１］に記載の単離さ
れた核酸分子。
［１３］
　対象とするヌクレオチドコード配列が、配列番号１または配列番号２のペプチドをコー
ドしない、［１］に記載の単離された核酸分子。
［１４］
　ペプチドをコードするヌクレオチド配列が、配列番号５、６、８および９からなる群か
ら選択されるヌクレオチド配列と特異的にハイブリダイズ可能である、［１］に記載の単
離された核酸分子。
［１５］
　各々、葉緑体輸送ペプチドをコードする、少なくとも１種のさらなるヌクレオチド配列
をさらに含み、さらなるヌクレオチド配列が、対象とするヌクレオチド配列に作動可能に
連結している、［２］に記載の単離された核酸分子。
［１６］
　少なくとも１種のさらなるヌクレオチド配列が、原核生物、下等光合成真核生物および
緑藻植物からなる群から選択される生物に由来する、［１５］に記載の単離された核酸分
子。
［１７］
　合成アブラナ属由来ヌクレオチド配列および対象とするヌクレオチド配列が、１種また
は複数の調節配列に作動可能に連結している、［２］に記載の単離された核酸分子。
［１８］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドおよび合成アブラナ属由来
ヌクレオチド配列によってコードされるペプチドを含むキメラポリペプチドをコードする
、［２］に記載の単離された核酸分子。
［１９］
　［１８］に記載の核酸分子によってコードされるキメラポリペプチド。
［２０］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチド含有細胞中
のプラスチドにターゲッティングされる、［１９］に記載のキメラポリペプチド。
［２１］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチドにターゲッ
ティングされると除去される葉緑体輸送ペプチドを含む、［２０］に記載のキメラポリペ
プチド。
［２２］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、生物学的に活性なペプ
チドである、［１９］に記載のキメラポリペプチド。
［２３］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、蛍光ペプチドである、
［１９］に記載のキメラポリペプチド。
［２４］
　生物学的に活性なペプチドが、酵素である、［２２］に記載のキメラポリペプチド。
［２５］
　生物学的に活性なペプチドが、細胞のプラスチドにおいて正常に発現され、ペプチドが
天然に発現される、［２２］に記載のキメラポリペプチド。
［２６］
　生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗性、昆
虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、草勢、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性、低光



(8) JP 2015-514426 A5 2016.6.9

量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子色、デンプ
ン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（arotenoid）
の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群から選択さ
れるプロセスに関与している、［２２］に記載のキメラポリペプチド。
［２７］
　生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキシゲナ
ーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ、プロ
ビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同定にお
いて有用なマーカーからなる群から選択される、［２２］に記載のキメラポリペプチド。
［２８］
　生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性に関与している、［２６］に記載のキメラ
ポリペプチド。
［２９］
　生物学的に活性なペプチドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変異ＡＬ
Ｓ、ＡＬＳの前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（ＥＰＳ
ＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳ、クラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳ、およびクラスＩＶ　ＥＰＳＰ
Ｓからなる群から選択される、［２４］に記載のキメラポリペプチド。
［３０］
　［２］に記載の核酸分子を含む植物発現ベクター。
［３１］
　［２］に記載の核酸分子を含む植物材料。
［３２］
　植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部および全植物体から
なる群から選択される、［３１］に記載の植物材料。
［３３］
　ペプチドを含むポリペプチドをさらに含む、［３１］に記載の植物材料。
［３４］
　対象とするヌクレオチド配列が、植物材料の細胞中のプラスチドにターゲッティングさ
れるポリペプチドの一部をコードする、［３３］に記載の植物材料。
［３５］
　核酸分子が、植物材料から得た細胞のゲノムに安定に組み込まれる、［３１］に記載の
植物材料。
［３６］
　全植物体である、［３１］に記載の植物材料。
［３７］
　植物体を生成するよう再生できない植物細胞である、［３１］に記載の植物材料。
［３８］
　アラビドプシス属、アルファルファ、アブラナ属、マメ、ブロッコリー、キャベツ、ニ
ンジン、カリフラワー、セロリ、ハクサイ、ワタ、キュウリ、ナス、レタス、メロン、エ
ンドウマメ、コショウ、ピーナッツ、ジャガイモ、カボチャ（pumpkin）、ダイコン、ナ
タネ、ホウレンソウ、ダイズ、カボチャ（squash）、サトウダイコン、ヒマワリ、タバコ
、トマト、スイカ、トウモロコシ、タマネギ、コメ、ソルガム、コムギ、ライムギ、アワ
、サトウキビ、カラスムギ、ライコムギ、スイッチグラスおよびシバクサからなる群から
選択される植物に由来する、［３１］に記載の植物材料。
［３９］
　トランスジェニック植物材料を製造する方法であって、
　［２］に記載の単離された核酸分子を得ることと、
　植物材料を、核酸分子を用いて形質転換することと
を含む、方法。
［４０］
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　植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部および
全植物体からなる群から選択される、［３９］に記載の方法。
［４１］
　植物材料が、全植物体ではない、［３９］に記載の方法。
［４２］
　［３９］に記載の方法によって製造されるトランスジェニック植物材料。
［４３］
　植物体を生成するよう再生できない植物細胞である、［４２］に記載のトランスジェニ
ック植物材料。
［４４］
　［４２］に記載のトランスジェニック植物材料から再生されたトランスジェニック植物
。
［４５］
　［４２］に記載の植物材料から製造されたトランスジェニック植物商品生産物。
［４６］
　対象とするヌクレオチド配列が、生物学的に活性なペプチドをコードする、［４２］に
記載のトランスジェニック植物材料。
［４７］
　生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗性、昆
虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、植物の勢い、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性
、低光量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子の色
、デンプン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（arot
enoid）の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群か
ら選択されるプロセスに関与している、［４６］に記載のトランスジェニック植物材料。
［４８］
　生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキシゲナ
ーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ、プロ
ビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同定にお
いて有用なマーカーからなる群から選択される、［４６］に記載のトランスジェニック植
物材料。
［４９］
　生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性に関与している、［４７］に記載のトラン
スジェニック植物材料。
［５０］
　生物学的に活性なペプチドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変異ＡＬ
Ｓ、ＡＬＳの前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（ＥＰＳ
ＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳおよびクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択される
、［４６］に記載のトランスジェニック植物材料。
［５１］
　同種の野生型植物材料と比較した場合に、増大した除草剤抵抗性または除草剤耐性を示
す、［４９］に記載のトランスジェニック植物材料。
［５２］
　ポリペプチドを葉緑体にターゲッティングするためのアブラナ属由来の手段を含む単離
された核酸分子。
［５３］
　ポリペプチドを葉緑体にターゲッティングするためのアブラナ属由来の手段に作動可能
に連結している対象とするヌクレオチド配列をさらに含む、［５２］に記載の単離された
核酸分子。
［５４］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドを含むキメラポリペプチド
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をコードする、［５３］に記載の単離された核酸分子。
［５５］
　［５４］に記載の核酸分子によってコードされるキメラポリペプチド。
［５６］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチドを含有する
細胞中のプラスチドにターゲッティングされる、［５５］に記載のキメラポリペプチド。
［５７］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、プラスチドにターゲッ
ティングされると除去される葉緑体輸送ペプチドを含む、［５６］に記載のキメラポリペ
プチド。
［５８］
　対象とするヌクレオチド配列によってコードされるペプチドが、生物学的に活性なペプ
チドである、［５５］に記載のキメラポリペプチド。
［５９］
　生物学的に活性なペプチドが、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌病原体抵抗性、昆
虫抵抗性、線虫抵抗性、真菌抵抗性、草勢、植物の収量、温度耐性、土壌条件耐性、低光
量レベル耐性、低水分レベル耐性、高水分レベル耐性、化学的環境耐性、種子色、デンプ
ン変性、アミノ酸合成、光合成、脂肪酸の合成、油の合成、アロテノイド（arotenoid）
の合成、テルペノイドの合成、デンプンの合成および除草剤抵抗性からなる群から選択さ
れるプロセスに関与している、［５８］に記載のポリペプチド。
［６０］
　生物学的に活性なペプチドが、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキシゲナ
ーゼ、フェロケラターゼ、オメガ３脂肪酸不飽和化酵素、グルタミンシンセターゼ、プロ
ビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔ毒素タンパク質および対象とする形質を含む植物の同定にお
いて有用なマーカーからなる群から選択される、［５８］に記載のポリペプチド。
［６１］
　生物学的に活性なペプチドが、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、突然変異ＡＬ
Ｓ、ＡＬＳの前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンセターゼ（ＥＰＳ
ＰＳ）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳおよびクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択される
、［５８］に記載のポリペプチド。
［６２］
　［５３］に記載の核酸分子を含む植物発現ベクター。
［６３］
　［５３］に記載の核酸分子を含む植物材料。
［６４］
　核酸分子が、植物材料から得た細胞のゲノムに安定に組み込まれる、［６３］に記載の
植物材料。
［６５］
　全植物体である、［６３］に記載の植物材料。
［６６］
　植物体を生成するよう再生できない植物細胞である、［６３］に記載の植物材料。
［６７］
　アラビドプシス属、アルファルファ、アブラナ属、マメ、ブロッコリー、キャベツ、ニ
ンジン、カリフラワー、セロリ、ハクサイ、ワタ、キュウリ、ナス、レタス、メロン、エ
ンドウマメ、コショウ、ピーナッツ、ジャガイモ、カボチャ（pumpkin）、ダイコン、ナ
タネ、ホウレンソウ、ダイズ、カボチャ（squash）、サトウダイコン、ヒマワリ、タバコ
、トマト、スイカ、トウモロコシ、タマネギ、コメ、ソルガム、コムギ、ライムギ、アワ
、サトウキビ、カラスムギ、ライコムギ、スイッチグラスおよびシバクサからなる群から
選択される植物に由来する、［６３］に記載の植物材料。
［６８］
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　トランスジェニック植物材料を製造する方法であって、
　［５３］に記載の単離された核酸分子を得ることと、
　植物材料を、核酸分子を用いて形質転換することと
を含む、方法。
［６９］
　植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の一部および
全植物体からなる群から選択される、［６８］に記載の方法。
［７０］
　植物材料が、全植物体ではない、［６８］に記載の方法。
［７１］
　［６８］に記載の方法によって製造されるトランスジェニック植物材料。
［７２］
　［６８］に記載のトランスジェニック植物材料から再生されたトランスジェニック植物
。
［７３］
　トランスジェニック植物材料が、全植物体である、［７１］に記載の植物材料。
［７４］
　トランスジェニック植物材料が、植物体を生成するよう再生できない植物細胞である、
［７１］に記載の植物材料。
［７５］
　［７１］に記載のトランスジェニック植物材料から製造されたトランスジェニック植物
商品生産物。
［７６］
　対象とするヌクレオチド配列が、生物学的に活性なペプチドをコードする、［７１］に
記載のトランスジェニック植物材料。
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